
問 森林水産課　 （２５）８５１２

山
の
日
は
な
ぜ
「
８
月
11
日
」
な

の
か
？ 

こ
れ
は
、「
八
」
の
字

が
山
の
形
に
み
え
る
た
め
「
８
」、
木

の
立
ち
並
ぶ
イ
メ
ー
ジ
か
ら「
11
」と
、

山
を
連
想
さ
せ
る
数
字
だ
か
ら
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
は
国
土
の
約
７
割
が
森
林
に
覆

わ
れ
た
世
界
有
数
の
森
林
国
で
、
人
々

は
古
く
か
ら
森
の
め
ぐ
み
を
受
け
て
生

活
し
て
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
に
と
っ
て
、
森
林
は
、
資
源

と
し
て
の
木
材
や
、
き
の
こ
な
ど
の
林

産
物
を
生
産
す
る
場
で
す
。

　
ま
た
、
土
砂
災
害
等
を
防
止
す
る
国

土
保
全
機
能
、
渇
水
や
洪
水
を
緩
和
し

良
質
な
水
を
育
む
水
源
涵か
ん
よ
う養
機
能
、
生

物
多
様
性
の
保
全
な
ど
、
私
た
ち
が
快

適
な
生
活
を
送
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い

多
く
の
環
境
保
全
機
能
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

　
地
球
の
温
暖
化
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
現
在
で
は
、
森
林
が
二
酸
化
炭
素
を

吸
収
、
固
定
、
貯
蔵
す
る
こ
と
に
よ
る

地
球
温
暖
化
防
止
機
能
が
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
森
林
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
多

面
的
機
能
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
私
た
ち

は
こ
の
多
面
的
機
能
に
よ
り
、
多
く
の

恩
恵
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
面

的
機
能
は
、
公
益
的
機
能
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

市
が
取
り
組
む
森
林
事
業

山の日～森林クイズ～山の日～森林クイズ～

答え　1.②　2.③　3.③　4.④　5.④

　山の日は平成 26 年（２０１４年）に制定さ
れました。「山に親しむ機会を得て、山の恩恵
に感謝する」ことを趣旨としています。

特集１

８/11 は山の日
山の日特集

　
近
年
、
強
風
や
降

雪
に
よ
っ
て
生
活

に
大
き
な
影
響
が

生
じ
て
い
ま
す
。
特

に
平
成
30
年
９
月

の
台
風
21
号
で
は
、

約
７
，５
０
０
世
帯
で
停
電
が
発
生
し
、

山
間
部
に
お
い
て
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ

る
道
路
、
電
気
、
通
信
が
遮
断
、
集
落

が
孤
立
す
る
事
態
も
起
こ
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
市
で
は
、
重
要

な
イ
ン
フ
ラ
施
設（
道
路
、電
気
、通
信
）

に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
森
林

（
人
工
林
）
に
つ
い
て
、
森
林
所
有
者

や
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
管
理
者
の
関
西
電

力
送
配
電
株
式
会
社
滋
賀
支
社
、
西
日

本
電
信
電
話
株
式
会
社
滋
賀
支
店
、
高

島
市
森
林
組
合
、
国
、
県
の
協
力
の
も

と
、
森
林
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
強
風
や
降
雪
に
よ
る
倒
木
が
周

辺
に
影
響
を
与
え
や
す
い
ス
ギ
や
ヒ
ノ

キ
か
ら
、
多
様
な
樹
種
に
植
え
替
え
る

こ
と
で
、
災
害
に
強
い
森
林
へ
と
更
新

す
る
予
防
伐
採
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
自
然
災
害
に
よ
る
倒
木
被
害

の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
ら
れ
る
よ

う
、
森
林
所
有
者
の
理
解
の
も
と
、
関

係
機
関
と
協
力
し
推
進
し
ま
す
。

災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
事
業

参考資料
社団法人国土緑化推進機構　「森林ボランティアのための森の知識と安全なふれあい方」　森林・林業学習館

第１問　二酸化炭素を吸収する
　木材に含まれる炭素は、樹木が成長する時に吸収されたものです。
木材に含まれる炭素の重さは木材の重さの何％でしょうか。
　①５％　② 25％　③ 50％　④ 75％

第３問　水をたくわえ、きれいにする
　森林が土の中に水をたくわえる量は、木の生えていない土地（裸
地）の何倍になるでしょうか。
　①２倍　②５倍　③７倍　④ 10 倍 

第２問　酸素をつくる
　日本の代表する森林が１年間につくり出す酸素は、１ヘクタール
当たり 11 トンから 23 トンになります。この量は人の呼吸する酸
素の何人分になるでしょうか。
　①５～ 10 人　② 20 ～ 30 人　③ 40 ～ 80 人　④１００～１５０人　

第４問　流れ出る土砂を防ぐ
　木の生えていない土地（裸地）から流れ出る土砂は、森林から流
れ出る土砂の何倍でしょうか。
　①５倍　② 10 倍　③ 50 倍　④１５０倍 

第５問　森林の「公益的機能」を考える
　森林の公益的機能、その恩恵を金額に換算すると、日本ではいく
らぐらいになると評価されているでしょうか。
　①７００億円　②７０００億円　③７兆円　④ 70 兆円

答えはページの下だよ！
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６
月
５
日
（
日
）、
第
72
回
全
国

植
樹
祭
が
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
全
国
植
樹
祭
は
、
森
林
・
緑
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
に
毎
年
春

に
開
催
さ
れ
る
国
土
緑
化
運
動
の
中

心
的
行
事
で
す
。
例
年
、
開
催
地
で

行
わ
れ
る
式
典
行
事
に
は
、
天
皇
皇

后
両
陛
下
が
ご
臨
席
さ
れ
お
手
植
え

や
お
手
播
き
に
な
る
ほ
か
、
開
催
地

の
特
色
を
生
か
し
た
華
や
か
な
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
滋
賀
県
で
の
全
国
植
樹
祭
の
開
催

は
47
年
ぶ
り
２
回
目
で
、
１
回
目
は

昭
和
50
年
５
月
25
日
、
栗
太
郡
栗
東

町
金こ

ん
ぜ
や
ま

勝
山
（
現
在
の
栗
東
市
）
で
開

催
さ
れ
、
２
回
目
と
な
る
今
回
は
、

甲
賀
市
の
鹿か

ふ
か深

夢
の
森
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
会
テ
ー
マ
で
あ
る
「
木
を
植
え

よ
う　

び
わ
湖
も
緑
の
し
ず
く
か

ら
」
の
も
と
、
森
林
と
び
わ
湖
と
人

の
繋
が
り
の
大
切
さ
と
、
滋
賀
県
ら

し
い
そ
の
魅
力
が
最
大
限
に
発
信
さ

れ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
植
樹
祭
の
歴
史

　

全
国
植
樹
祭
は
、
昭
和
25
年
４
月
、

「
荒
れ
た
国
土
に
緑
の
晴
れ
着
を
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
戦
後
に
荒
廃
し
た
国

土
の
復
興
へ
の
願
い
を
込
め
て
、
山
梨

県
で
第
１
回
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
の
大
会
テ
ー
マ
は
「
荒
廃
地

造
成
」。
今
ほ
ど
山
が
緑
豊
か
で
は
な

く
、
山
の
荒
廃
に
対
す
る
当
時
の
人
々

の
危
機
感
が
よ
く
表
れ
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
大
会
か
ら
72
年
の
時
が
過
ぎ

た
今
、
山
々
は
緑
豊
か
な
木
々
に
覆
わ

れ
て
お
り
、
そ
こ
に
緑
が
あ
る
こ
と
が

当
た
り
前
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
先
人
が
築
き
あ
げ
て
き
た
こ
の
緑
豊

か
な
森
林
を
、
次
の
世
代
に
ど
の
よ
う

な
形
で
残
し
引
き
継
い
で
い
く
の
か
、

森
林
と
人
と
の
関
わ
り
方
を
、
こ
れ
ま

で
と
は
異
な
っ
た
視
点
で
、
改
め
て
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
式
典
会
場
の
甲
賀
市
だ
け
で

な
く
、
県
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で

植
樹
や
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
市

内
で
も
森
林
公
園
く
つ
き
の
森
で
植
樹

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
一
般
の
参
加
者
に
加
え
、
朽

木
西
小
学
校
・
朽
木
東
小
学
校
・
朽
木

中
学
校
の
皆
さ
ん
や
、
県
外
の
企
業

の
皆
さ
ん
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
約

２
０
０
人
の
方
に
未
来
の
森
づ
く
り
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
植

樹
さ
れ
た
苗
木
は
「
ク
ヌ
ギ
」
と
い
う

樹
種
で
、
里
山
を
代
表
す
る
ド
ン
グ
リ

の
木
で
す
。
こ
の
ク
ヌ
ギ
の
苗
木
が
今

後
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
ど
の
よ
う
な

森
に
な
る
の
か
、
こ
れ
か
ら
が
と
て
も

楽
し
み
に
な
る
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

　

森
林
公
園
く
つ
き
の
森
を
は
じ
め
、

県
内
各
地
で
森
づ
く
り
が
行
わ
れ
た
会

場
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
森
が
作
ら
れ

て
い
く
過
程
を
一
緒
に
見
守
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
一
人

一
人
の
行
動
が
、
今
回
の
全
国
植
樹
祭

の
開
催
理
念
で
あ
る
「
碧あ
お
く
輝
く
び
わ

湖
と
健
全
で
緑
豊
か
な
森
林
を
、
次
の

世
代
、
そ
の
次
の
世
代
へ
と
持
続
的
に

つ
な
い
で
い
く
」
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
般
植
樹
会
場

　
　
森
林
公
園
く
つ
き
の
森

　

全
国
植
樹
祭
の
植
樹
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
た
森
林
公
園
く
つ
き
の
森
で
は
、

森
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
の
他
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
や
森
の
活
用
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

広
が
る
森
の
可
能
性

全
国
植
樹
祭
が
滋
賀
県
で
開
催

全
国
植
樹
祭
が
滋
賀
県
で
開
催

　
森
の
多
様
性
を
生
か
し
た
観
察
会
や

も
の
づ
く
り
体
験
、
小
学
校
４
年
生
を

対
象
と
し
た
森
林
環
境
学
習
「
や
ま
の

こ
」
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
学
習
、
森

林
セ
ラ
ピ
ー
や
ク
ア
オ
ル
ト
健
康
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
と
い
っ
た
森
の
環
境
を
生

か
し
た
健
康
づ
く
り
な
ど
、
そ
の
取
り

組
み
や
活
用
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
目
新
し
い
も
の
と
し
て
は
、
今
回
の

植
樹
イ
ベ
ン
ト
で
サ
ウ
ナ
テ
ン
ト
の
体

験
ブ
ー
ス
の
出
展
が
あ
り
ま
し
た
。
木

の
香
り
の
す
る
サ
ウ
ナ
が
体
験
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の

皆
さ
ん
が
、
興
味
津
々
で
ブ
ー
ス
に
集

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
森
林
空
間
を
生
か
し
た
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
関
係
人
口
を

開
拓
し
、
新
た
な
産
業
の
創
出
を
目
指

す
「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
の
取
り
組

み
も
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
森
と

ど
の
よ
う
な
関
わ
り
方
を
し
て
み
た
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
と
は
少
し
違

う
視
点
で
森
を
見
つ
め
て
、
広
が
る
森

の
可
能
性
を
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

左上　植樹の説明を聞く参加者 / 左下　ウオーキン
グコースを歩く参加者 / 下　ユリノキ広場

ぐ
ん
ぐ
ん
育
て
！

ー
山
の
日
　
森
林
事
業
ー

ー
山
の
日
　
森
林
事
業
ー
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